
学習日：　　月　　　日

2022 年度　都立日比谷高校【数学】大問４
下の図１に示した立体Ａ—ＢＣＤＥは、底面ＢＣＤＥがひし形で、ＡＣ＝ＡＥ＝ＢＣ＝８ｃｍ、
ＡＢ＝ＡＤの四角すいである。四角形ＢＣＤＥの対角線ＢＤ、ＣＥを引き、交点をＯとし、頂点
Ａと点Ｏを結んだとき、∠ＡＯＢ＝90°である。四角形ＢＣＤＥの面積をＳｃｍ 2 とする。 

問１
下の図２は、図１において、頂点Ｅから辺ＡＣに垂線を引き、辺ＡＣとの交点をＨとした場合を
表している。線分ＥＨの長さは何ｃｍか。Ｓを用いた式で表せ。 
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問２
下の図３は、図１において、辺ＡＢ上の点をＰとし、点Ｐと頂点Ｃ、点Ｐと頂点Ｄ、
点Ｐと頂点Ｅをそれぞれ結んだ場合を表している。 

（１）ＡＰ：ＰＢ＝１：２、ＢＤ＝12 ｃｍのとき、立体Ｐ―ＢＣＤＥの体積は何ｃｍ 3 か。
         ただし、答えだけでなく、答えを求める過程が分かるように、途中の式や計算なども書け。

（２）ＡＰ：ＰＢ＝１：１のとき、△ＣＥＰの面積は何ｃｍ 2 か。
         Ｓを用いた式で表せ。
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@検証用@
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